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演者

＜共催＞大阪南地域在宅緩和薬剤師連携プロジェクト
堺市薬剤師会 塩野義製薬株式会社 大研医器株式会社 日本医化器械製作所 田中のりクリニック

大阪南地域在宅緩和薬剤師
連携プロジェクト研修会～第1回～

2024年4月13日（土）15:00〜16:50（質疑応答含む）

会場

座長

大阪大谷大学 ﾊﾙｶｽｷｬﾝﾊﾟｽ Lecture Room
（〒545-6023 大阪市阿倍野区阿倍野筋1-1-43 あべのハルカス23F）

医薬関係者※以外の参加はご遠慮いただいております。（日本緩和医療薬学会 認定講習会単位申請中）
※主として医師、歯科医師、薬剤師、看護師、診療放射線技師、臨床検査技師、臨床心理士等の医療専門家（医学部・薬学部等の学生を含む）及び医療施設に
おいて医療に従事する職員

演者

八尾市立病院
がん診療支援室緩和ケアセンター長補佐/地域医療連携室係長

長谷圭悟 先生
一般講演Ⅰ （15：00〜15：10）
「疼痛患者におけるオピオイド鎮痛薬の副作用対策・連携」
塩野義製薬株式会社 医薬事業本部 第四営業部

 幸重成晃 先生
一般講演Ⅱ （15：10〜15：20）
「無菌の共同利用について」
一般社団法人 堺市薬剤師会 専務理事 宮川道英 先生

特別講演Ⅰ （15：20〜15：40）
「診療報酬について話題」
一般社団法人 泉州メディカ 代表理事  和田憲周 先生

特別講演Ⅱ （15：40〜16：50）
「薬局での在宅緩和ケアの対応」
一般社団法人 泉州メディカ あゆみ薬局主任

 山本侑記 先生
※会の途中に先生の意向で
ファシリテーターを主としたフリートークも予定しております。

薬局においてクリー
ンベンチを設ける際
の課題と必要性
は？

在宅患者、在宅医
にして反応が良かっ
た対応

疼痛麻薬 在庫持
ちたくない 在宅で
は急に必要になる
どうしたら？

急な在宅処方箋が
きたらまずすること
優先順位のつけ方
急な対応にならない
ための予防

退院時共同カンファ
レンスに薬局が参
加するために考えな
いといけないこと

参加無料 定員40名参加費



会場のご案内
〒545-6023
大阪市阿倍野区阿倍野筋1-1-43 
あべのハルカス23F
TEL：06-6615-8460

申込方法：本会は完全登録制での開催を予定しておりま
す。参加を希望される方は下記のQRコードよりご登録をお
願い申し上げます。

大阪南地域在宅緩和薬剤師連携プロジェクト
お問い合わせ先（0729953110）：田中のりクリニック（八尾市在宅療養支援診療所）田中宏範 宛

分からないことがありましたら、tanakanoricli@outlook.jpまで
ご連絡の程宜しくお願い申し上げます。

https://qr.paps.jp/knlBV
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